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論文要約 

 

論文題目 
Thesis Title 

Electron correlation analysis and quantum algorithm development by an effective model 

approach for quantum many-body systems; application to electrides as quantum many-

body systems  

(量子多体系のための有効模型アプローチによる電子相関解析と量子アルゴリ

ズム開発：量子多体系としての電子化物への応用) 
 

要約 

電子化物は空隙中の s 電子がアニオンとして振る舞う物質群である。近年電子化物にお

いて量子多体系の振る舞いを示すものが現れ、それらの高精度物性計算が必要とされて

いる。本博士論文では有効模型アプローチによる、量子多体系としての電子化物解析と量

子多体系の高精度計算のための量子アルゴリズム開発を行った。本論文前半では第一原

理計算を用いて一連の電子化物における電子相関の強さを定量的に評価した。特に、０次

元、1次元系の電子化物は強い電子相関を示し、従来の d、 f電子系に加え空隙 s電子系

である電子化物も量子多体系としての物性が期待できることを理論的に明らかにした。 

本論文後半では、量子多体系の物性計算がより高精度に実行できると期待されている量

子計算機を用いて、周期的な量子多体系の物性計算を実行可能にするアルゴリズムの開

発を行った。 

 

 


